
前講座等、様々な手段により、健康情報を提供する。そ

能性がある。健康に関心がない市民にどのようにアプローチす の手段の１つとして、企業・ＮＰＯ等と協力して健康福祉の杜

るかが課題である。 まつり他のイベントを実施し、市民全体の健康への関心を高め

ていく。また、健康づくりに取り組む団体の支援も継続してい

く。

健康づくりに関する情報を広報・ホームページ、スマホアプリ等の様々な方法で周知したこ

とで、市民が主催する健康講座等の数は増加している。参加者数は減少に転じたが、ほぼ予

Ｂ
定通りの進捗である。

今後も関係課、地域の団体、ＮＰＯ、企業との連携を深め、市民の健康づくりへの関心を高

めていく。

→

市民が自ら健康づくりに取り組むためには、正しい情報を様々な手段を利用して市民に提供することが必要である。町会、民生委員、社協

支部活動など身近な存在からの働きかけは、健康づくりに取り組むきっかけや、継続の動機づけとなる。健康づくり事業での連携団体の会

員数や市民団体主催の出前講座数は増加するも、市民企画の教室参加者数は減だが、ほぼ予定通りの進捗である。今後も関係課及び関係団

体と連携しながら、施策を推進していく。

戸田市 施策評価シート

作成日 平成30年06月19日 作成者名 篠原　博 評価者名 吉野　博司

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち 福祉部・福祉保健センター

02 健康づくり 市民生活部・防犯くらし交通課
福祉部・福祉総務課

17 健康づくり体制の推進

　自分や家族の健康づくりについて、自ら学び、行動できる仕組みをつくることで、市民が健康で元気に暮らせるようにし

ます。

地域保健推進事業

健康教育 市民団体等から依頼された講座数
   回 46 39 35 40

出前講座等を受けた市民の 市民等が企画した健康教室参加者数
   人 1,000 883 955 902

数
健康づくりに関わる活動を ボランティア等で健康のために活動し

   人 500 418 307 515
している団体の会員数 ている人数

市民が健康づくりについて自ら学ぶ仕組みの１つに出前講座が 健康に関心のない市民に対しては、市からの働きかけだけでは

あるが、参加者数は横ばいであり、高齢者が中心である。また 難しく、家族や近隣の友人などによる健康情報の伝達が必要と

、リピーターが多い傾向がある。健康に関心のない層には、健 思われる。そのため、民生委員や町会などの団体との連携を深

康づくりに取り組む動機づけとなる情報が十分届いていない可 め、出



博

業の方向性： １現状で

評

継続　 ２拡大して継続

価

３縮小して継続　　　

者

４他事業と統合　　　

名

５休止　　　６その他

吉

見直し

７平成31年度

野

で終了 ８平成30年度

　

で終了 ９平成29年度

博

で終了

司

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 ★事務事業の方向性

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

H
H29決算額

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

施
策
内
優
先
度

事業費
31

事業コード H30予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

予
 
算
 
額

事業費H コメント
うち31

事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

01 保養所管理運営費　（防犯くらし交通課）

保養所管理運営事業

任
意

97,359 公共施設再編ﾌﾟﾗﾝに
0

94,357 基づき、平成34年度

３ Ｂ Ａ Ａ Ｃ ３ Ｂ01 01 03 01 07 01 01 94,357 までに施設の廃止を

市民等がくつろげる保養施設 94,357 含め民間施設の代替 0

として、十分満足いただける 2,966 利用等を検討する。

04 福祉保健センター管理運営費　（福祉保健センター）

福祉保健センター管理運営費

任
意

31,494 平成30年度は特定天
0

48,112 井の改修工事を実施

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ｂ01 01 04 01 01 04 01 34,317 する。

①警備、清掃業務及び設備保 33,307 0

守等の施設管理業務全般 4,138

05 地域保健推進事業　（福祉保健センター）

戸田

地域保健

市

推進事業

任
意

20,1

施

32 平成30年度に健

策

康増
0

31,126 進

評

計画等の策定、保

１ ○

価

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ １ ○ Ａ01 0

シ

1 04 01 01 05 0

ー

1 21,289 健情報

ト

システムの更

①地域の

作

保健・医療団体及び 2

成

1,224 新を行う。

日

0

健康づくりを目的と

平

した市民 7,242

成30年06月19

H29

日

決算額 H30予算額 H

作

31計画額 H31予算

成

額

計（千円） 事業費 1

者

48,985 173,

名

595 149,963

篠

0

うち一般財源 147

原

,296 172,52

　

0 148,888 0

事


